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機 器 構 成 の 変 更 に つ い て

セ ンターニュース(No.4)で 通知 しましたが、8月 下旬に機器構成の一部 を変更しました。

今回の変更で増加 した機器の主なるものは次の通 りです。

○磁気 コア(32KW)1モ ジュール

○磁気 ドラム(450KW)1台

●XYプ ロッター1台

これらの機器の増設により、次のような効果が期待できます。

1.処 理能力の向上

従来のように、磁気 ドラム1台 、磁気コ ア合計128KWの 容量では、マルチプロセッシング ・

マルチジョブの効果がそれほ ど発揮できず、主 としてジョブ種別がB、Cの ジョブの返却が遅れて

いました。又、マルチジョブ とはいえ、せ いぜい2ジョブ までしか主記憶 に入らないので、マルチ

プロセッシングも名ばか りといってもよいくちいでしたが、これからは主記憶 に入るジョブ 数が、

3個 になることも多く、加えて制御プログラム作業用の ドラムが2本 になったこととあいまって、

かな りの改善 とな ります。

2,T.S.S.の 実験の本格化

今回の機器変更により、T.S.Sの 制御プログラム を使用 しているときでも従来程度(64K響)

の主記憶を利用者用に解放できるので、T。S.S.の 実験を本格的に開始 できるようになりました。

3.XYプ ロッターが使用可能 となった

多数の利用者か らXYプ ロッターの増設希望が出されていましたが、ようや く使用可能 とな りま

した。使用方法については、センターニュース、広報等でお知らせします.

現システムは従来のシステムと比較 し、主 として処理能力の向上を目的としてお ります。T.S.S.

の実験に欠 くことのできない私用ファイルに提供する大記憶の増設は、本年度末または来年度初頭

に行 なう計画でお ります。なお、システムの機器構成替えをしても、見かけ上、センター利用方法

には変更はありません。特に主記憶 の増加により、より大 きな計算を実際はできるわけですが、当

分の問、標準のジョブで使用できる主記憶 の上限は64KWと 変更のないことに御注意下 さい。


